
内部監査の現場で活

 現場力
～内部監査の現場で活きるインタビュー実践テクニックほか～

◆開催要領◆ 

●日 時●  ２０１

●会 場● 「企業研究会セミナールーム」

ご発表者 有限責任監査法人トーマツ 

信託銀行及び日系・外資系コンサルティング会社を経て現職。銀行や証券等に対して、内部監査、

ス、オペリスク管理態勢整備等の支援に従事。共著に『金融機関のオペレーショナル・リスク管理態勢』（金融財政事情研究会）、

その他、金融機関の業務品質向上、事務過誤対策、ヒューマンエラー対策等に関する論文多数。金融情報システムセンター（

中央大学ビジネススクール、金融財政事情研究会等にてセミナー講演実施。会計士補、上級システムアドミニストレータ。 
ご発表者  有限責任監査法人トーマツ

有限責任監査法人トーマツ入社後、監査部門にて一般事業会社の会計監査、

グループにおいて、金融機関を対象にリスク管理態勢やコンプライアンス態勢のコンサルティング業務を担当。

は国内大手銀行や外資系金融機関に対して内部監査態勢の外部評価、内部監査の実施支援（コソース）等を多数実施。

公認内部監査人（CIA）。 
 

◆ご参加頂きたい方◆ 

       内部監査部門等に所属され、

 
●受講料 ●１名（税込み、資料代 含む） 

■参加要領 
申込書はＦＡＸ、または下記担当者宛E-mailにてお送り下さい。

当会ホームページからもお申込いただけます。後日、

（開催日 1 週間～10 日前までに）受講票・請求書を

お送りします。 

＊よくあるご質問（ＦＡＱ）は当会ホームページにてご確認いた

だけます。（［公開セミナー］→［よくあるご質問］）

＊お申込後のキャンセルはお受けしかねますので、ご都合が悪く
なった場合、代理の方のご出席をお願いいたします。

＊最少催行人数に満たない場合には、中止とさせて頂く事も

ありますので、ご了承下さい。 

■お申込・お問合せ先 

一般社団法人企業研究会 セミナー事務局 
（担当）鈴木 E-mail:a-suzuki@bri.or.jp 
TEL:03-5215-3550 FAX:03-5215-0951 
 

正会員 ３２，４００円（本体価格 ３０，

一 般 ３５，６４０円（本体価格 ３３，

 

※申込書にご記入頂いた個人情報は、本研究会に関する確認・連絡および当会主催事業のご案内をお送りする際に利用させて頂きます。

※申込書をご送信いただく際は、

活きる 

現場力スキル養成講座
～内部監査の現場で活きるインタビュー実践テクニックほか～

 
２０１６年 ９月 ２７日（火） １３：３０～１７：０

 
「企業研究会セミナールーム」（東京・麹町） 東京メトロ麹町駅より徒歩

 

 金融インダストリーグループ マネジャー  関

信託銀行及び日系・外資系コンサルティング会社を経て現職。銀行や証券等に対して、内部監査、

ス、オペリスク管理態勢整備等の支援に従事。共著に『金融機関のオペレーショナル・リスク管理態勢』（金融財政事情研究会）、

その他、金融機関の業務品質向上、事務過誤対策、ヒューマンエラー対策等に関する論文多数。金融情報システムセンター（

研究会等にてセミナー講演実施。会計士補、上級システムアドミニストレータ。

有限責任監査法人トーマツ 金融インダストリーグループ 公認内部監査人

有限責任監査法人トーマツ入社後、監査部門にて一般事業会社の会計監査、J-SOX 対応等に従事。その後、金融インダストリー

グループにおいて、金融機関を対象にリスク管理態勢やコンプライアンス態勢のコンサルティング業務を担当。

は国内大手銀行や外資系金融機関に対して内部監査態勢の外部評価、内部監査の実施支援（コソース）等を多数実施。

門等に所属され、内部監査実施に関連した現場力スキルを向上したい

 

にてお送り下さい。  

後日、 

受講票・請求書を 

よくあるご質問（ＦＡＱ）は当会ホームページにてご確認いた 

だけます。（［公開セミナー］→［よくあるご質問］） 

はお受けしかねますので、ご都合が悪く 
なった場合、代理の方のご出席をお願いいたします。 

＊最少催行人数に満たない場合には、中止とさせて頂く事も 

 

，０００円） 

，０００円） 

 一般社団法人 企業研究会

 

申込書 ＦＡＸ：０３－５２１５－０９５１

 

161394-0202 2016.09.27  内部監査で活きる

会社名
ふ り が な

 
 

 

住所 
〒 

 

TEL  

ふりがな 
ご氏 名 

 
 

 

E－Mail 

ふりがな 
ご氏 名 

 
 
 

E－Mail 

※申込書にご記入頂いた個人情報は、本研究会に関する確認・連絡および当会主催事業のご案内をお送りする際に利用させて頂きます。

※申込書をご送信いただく際は、FAX番号をお間違えないようご注意願います。 

 

養成講座 
～内部監査の現場で活きるインタビュー実践テクニックほか～ 

０～１７：００ 

東京メトロ麹町駅より徒歩 5 分 

関 谷 正 樹  氏 

信託銀行及び日系・外資系コンサルティング会社を経て現職。銀行や証券等に対して、内部監査、システム監査、コンプライアン

ス、オペリスク管理態勢整備等の支援に従事。共著に『金融機関のオペレーショナル・リスク管理態勢』（金融財政事情研究会）、

その他、金融機関の業務品質向上、事務過誤対策、ヒューマンエラー対策等に関する論文多数。金融情報システムセンター（FISC）、
研究会等にてセミナー講演実施。会計士補、上級システムアドミニストレータ。 

公認内部監査人   長 野 泰 明 氏 

対応等に従事。その後、金融インダストリー 
グループにおいて、金融機関を対象にリスク管理態勢やコンプライアンス態勢のコンサルティング業務を担当。 内部監査関連で 
は国内大手銀行や外資系金融機関に対して内部監査態勢の外部評価、内部監査の実施支援（コソース）等を多数実施。 

実施に関連した現場力スキルを向上したい方 

企業研究会 セミナー事務局宛 

ＦＡＸ：０３－５２１５－０９５１ 

内部監査で活きる現場力スキル養成講座 

FAX  

所 属 
役 職  

所 属 
役 職  

※申込書にご記入頂いた個人情報は、本研究会に関する確認・連絡および当会主催事業のご案内をお送りする際に利用させて頂きます。 



 
 

9 月 27 日(火)           於：東京・麹町「企業研究会セミナールーム」 

【開催にあたって】 

内部監査部門では、限られた人員や時間の中で、効率的に内部監査を実施し、業務改善
に有効となる内部監査報告書を作成しなければなりません。そこで今回、内部監査の
PDCA を理解した上で、現場での実効性ある内部監査の実務について検討していきます。
特に内部監査実施の際に必要な「現場力スキル」に焦点を当てて、汎用的に使える｢イ
ンタビュー｣、「ロジカルシンキング」及び監査報告段階で必要となる「プレゼンテーシ
ョン」について解説していきます。またケーススタディを通じて具体的な解決手段のヒ
ントについても探ってまいります。 
 

 
１ 内部監査概要 
（１）内部監査の目的 
（２）内部監査の全体業務プロセス 
（３）内部監査関連帳票の関係性 
２ 内部監査調書 
（１）内部監査調書の目的 
（２）内部監査調書の記載事項 
（３）監査手続のいろいろ 
（４）監査証跡の証拠力 
３ インタビューの実践テクニック 
（１）傾聴の５つのポイント 
（２）インタビューの手順 
（３）インタビューの種類 
（４）ケーススタディ 
４ ロジカルシンキングの活用 
（１）ロジカルシンキングの概要 
（２）ロジカルシンキング・ツールのご紹介 
（３）ケーススタディ 
５ プレゼンテーションの実践テクニック 
（１）期待されるプレゼンテーション 
（２）GRROW モデルのご紹介 
（３）ケーススタディ 

 

講   師   
 
有限責任監査法人トーマツ 金融インダストリーグループ マネジャー    関 谷 正 樹  氏 
有限責任監査法人トーマツ 金融インダストリーグループ 公認内部監査人 長 野 泰 明 氏 

 


